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2013年を勝利の年へ　

ＪＡＬ不当解雇撤回！新春女性宣伝行動
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婦団連、全労連女性部、キャビンクルーユニオン（ＣＣＵ）、新婦人など「不当解雇撤回女性アピール」呼びかけ団体は、10日昼、都内有楽町マリオン前で、日本航空による不当解雇の撤回を求める新春女性宣伝を行いました。宣伝行動には、横断幕、プラカード、タペストリーを持って18団体、48人が参加。原告団のみなさんとともに「解雇自由な社会を作るな！」「空の安全を守ろう！」「女性が働きつづける権利を守って！」と訴えて、チラシを配布、署名活動を行いました。2012年12月から、日本航空解雇撤回裁判は東京高裁で控訴審がたたかわれています。裁判所に宛てた「公正判決を求める署名」をたくさん集めて、勝利判決を勝ち取りましょう。
小畑雅子全労連女性部長の訴え
ＣＣＵの不当解雇ははたらく女性　そのものへの攻撃
2010年12月31日に客室乗務員84名とパイロット81名、計165名が日本航空から整理解雇されてから2年が経過しました。空の安全を守って懸命に働いてきた職場を奪われるということは、人間としての誇りを傷つけられ、人生を大きく変えられてしまうような事態だったと思います。その中でも、こんな不当な解雇は許せないし、許してはならない、との思いで原告団のみなさんは、職場復帰を求めて裁判に立ちあがりました。
今回の問題では、そもそも「整理解雇の4要件」を満たしていない不当な解雇でしたが、とりわけ年齢と病気休暇を取ったかどうかまで解雇の理由にしていることは異常です。解雇された客室乗務員84名中53歳以上の方が64名、病気等が20名でした。そして年齢が高いことを理由に解雇された方の90％がCCU組合員のみなさんでした。
CCUのみなさんは30歳定年、結婚退職が当たり前時代から、おかしいことはおかしいと会社にもの[image: image2.png]


を言ってきたみなさんです。原告団のうちでも29人の方が、子どもを育てながら働くことを選択して、働きつづけるための権利を一つ一つたたかいの中で勝ち取ってきたみなさんです。そうしたたたかいの中で、男女ともに定年まで働き続けられる職場に変えてきました。
1999年、改正育児介護休業法の下で深夜業免除制度ができた時、会社は深夜業免除者を抽選で75名に限定してきました。その時もCCUが運動を進め、申請者全員に認めさせました。しかし、会社は、申請者に対して、今度は月1～2日しかフライトさせず、ほとんど「無給日」として、はたらく機会を奪ってきたのです。これに対してもCCUのみなさんはたたかいを進めてきたのです。
こうしたたたかいの経過は、私たち女性労働者のたたかいそのものであったと思います。若年定年制、結婚による退職、妊娠・出産による退職など様々な女性差別を乗り越え、産休制度、育児休業制度、母性保護制度、妊娠者への勤務軽減制度などを勝ち取ってきたのが、私たち女性労働者の運動の歴史でした。今回の日本航空の不当解雇は、まさに女性労働者そのものへの不当な攻撃であると言えます。
「解雇は有効」とする不当な地裁判決では、女性が家計の補助労働であるかのような女性差別に通じる判断が見られたそうです。会社の言い分を丸呑みした裁判所は、自らの役割を投げ捨てただけでなく、ここまで時代錯誤な判決を出すことができるのかと怒りでいっぱいです。
現在、東京高裁で控訴審がたたかわれています。12月14日には客室乗務員の原告団に対する第1回の口頭弁論があり、内田団長が意見陳述を行いました。その中で、内田さんは「私たちが2010年10月にフライトを外されてから、2年3カ月が経ちました。客室乗務員として幕を降ろす日は自分が決めることです」と述べています。これは、今までたたかい続けてきた全ての女性労働者の思いそのものだと思います。
私は小学校の教員をしていますが、小学校の現場も今、本当に長時間過密労働が進み、毎日12時間学校にいるという状況が当たり前のようになってきました。子育て中の女性教員からは「子どもを産んだことが悪かったのかと何度も考える日々でした」と悲鳴のような声が届いています。こうした状況を変えるために、今私たちの女性部も職場のみなさんと力を合わせて運動を進めています。非常に厳しい職場ですが、しかし、子どもたちとともに夢と未来を語り合う教育の仕事は、生き甲斐であり喜びです。でも例えば健康上の理由で、家族との関係で、自分自身の問題で、働きつづけることが難しくなることがあるかもしれません。そうならないように、様々な制度を確立しようと運動をすすめてきたわけです。それでも、仕事を離れるかどうか、それを決めるのは自分自身です。その権利さえ奪われる、こうしたことを許してはなりません。
JAL不当解雇撤回のたたかいは、原告団のみなさんだけのたたかいではありません。働くものの権利を守り、安全第一、安心して働けるJALにするためにも、東京高裁での勝利を勝ち取りましょう。

はたらく女性の東京集会
　「はたらく女性にやさしい東京を！
　歌えちゃう！・歌っちゃおう！ 誰でもディ～ヴァ（歌姫）」
[image: image3.emf]（東京労連女性センターニュースから）１２月７日、２０１２年はたらく女性の東京集会がラパスホールで開かれ、７２人が参加しました。
　開会挨拶で東京母親連絡会の八巻さんは、「働く女性に優しい東京をつくるためには、何としても宇都宮けんじさんの勝利を勝ち取ろう」と都知事選について訴えました。佐藤実行委員長から、「地方組織は、はたらく女性の中央集会とは別に集会を開催しています。今まで東京独自に開催したことはありませんが、共同行動を広げるために、東京集会を開催することにしました。来年以降も引き続き開催したいと思います」と挨拶がありました。　集会の前半は、参加団体の交流をおこない、低賃金や、不安定な雇用、長時間過密労働のもとで多くの労働者が深刻な事態に直面していることが明らかになりました。他職種の実態を知り合い、共同のとりくみを進めることが重要であると確認できた交流でした。後半、橋本のぶよさんと一緒に歌声を響かせました。
●参加団体の交流／報告●

　自由法曹団女性部／司法修習生の給付制が貸与制（無給）になった。法科大学院や司法研修所などでお金がかかり、弁護士になるまで６００万円近く借金をする人もいる。給付制の復活をめざして頑張りたい。　東商連婦人部協議会／自営業ではたらく女性の実態を調査していて、今年で１３回目。年間の一家の所得２００万円に満たない人が約５０％もいる。台東区では国民健康保険料を４７．３％が滞納している。ダブルワーク、トリプルワークではたらく人も入る。　東京自治労連／自治体の中に非常勤が増えていて、正規職員と同数のところもある。この間、賃金は引き下げられてばかりいる。退職金も都はさきがけて引き下げを実施。住宅手当も改悪された。給与は、公務が下がれば、民間も下がる。石原都政は、病院なども儲けを追求。おかしいという声をあげていこう。東京医労連／都立病院は、担っている病気が異なるのに統廃合が行われている。必要な医療、介護が受けられない現実がある。病院では１６時間勤務でほぼ毎日残業。流産の危険性を抱えている人も多数いる。医師、看護師は職場で育ててもらうものなのに、その場がない。病院が儲けに走るようになれば、医師、看護師は育たない。ＪＭＩＵ-ＩＢＭ支部／ＩＢＭで、就業前に突然人事部に呼ばれ、解雇を言い渡される。ＩＣカードやロッカーの鍵を取り上げられ、明日から来なくてもいいといいわれる。このようなロックアウト解雇が行われ、裁判を起こした。協力をお願いしたい。
●歌えちゃう！・歌っちゃおう！　誰でもディ～ヴァ（歌姫）●
　シンガーソングライターの橋本のぶよさんのリードもとに、声帯で歌うのではなく、声帯を鼻の上に持ってくるような感じで、「ぱぱぱぱぱー」「はははははー」と発声練習。これを続けたところ、なんと３オクターブの音域の声が出たのです！ 
　その後、「カントリーロード」「こげよマイケル」「風になりたい」と立て続けに歌いました。「こげよマイケル」ではハレルヤのところだけを、プロのコーラスグループになったような気分でカントリー風・ジャズ風・ゴスペル風・ロック風とそれぞれのリズムで歌い、最後の３グループに分かれての大合唱は圧巻でした。みんなでディ～ヴァ（歌姫）になりきり、素敵なハーモニーを響かせることができた６０分でした。
　この熱気を都政、国政をかえるエネルギーしていくこと、今後も東京集会を続けて開催することを確認し、集会は終了しました。
全労連女性部春闘の主なとりくみについて

2・8全労連女性部菜の花春闘への結集を

全労連女性部として、女性の要求実現のために、「2・8中央総行動」に結集し､以下の行動をとりくみます。中央総行動実行委員会は第2回実行委員会を1月9日開催し、2月8日の行動について添付行動展開を確認しました。昨年12月11日の事務連絡文書12-13-82号で全労連女性部の春闘のとりくみ要請をお送りしているところですが、パレードコースなど確定したのでお知らせします。また、下線部分赤字は追加情報です。
参加目標　延べ500人

参加要請数　自治労連100人、国公労連30人、医労連30人、全教50人、建交労・全印総連20人全国一般15人　通信労組・生協労連・郵産労・特殊法人労連・民放労連・映演労連・福祉保育労　各5人以上　　東京50人、埼玉50人・千葉20人・神奈川20人　首都圏以外地方組織　複数名以上

AM　8：30～9：10東京駅丸の内北口宣伝 

       単産組織各複数名のご参加をお願いします。

10：30～11：30厚生労働省要請

　　（予定・日程調整の都合上別に日になる可能性もあります）
集合：厚生労働省1階日比谷公園側入口　10：00

交渉人数２０人、「均等法の改正を求める要請」

申し込みが多い場合は調整させていただく場合もあります。

10：00～11：00　東日本大震災復興・原発ゼロ求める院内集会と女性国会議員要請

集合：衆議院第2議員会館受付集合　9：40　　第3会議室で意思統一集会開催後女性国会議員要請　要請内容　被災地要求を中心に原発ゼロを求める

　　　11：00～11：40　中央総行動実行委員会主催　厚生労働省前要求行動

　　　　上記要請行動参加者以外は、厚生労働省前に参加。

PM　12：00～13：00　「国民要求実現2・8中央総決起集会」への参加

（日比谷野外音楽堂）

　　13：20～14：00　各省庁前要求行動

（女性部としては、集会終了後は昼食休憩とします。省庁前行動では、単産の指示に従って行動してください。省庁前行動に参加する人は、集会前に昼食休憩を取ってください）
　　　　14：30～国会請願パレード

＊女性部菜の花行動参加の集約を行います。報告用紙をFAXでご返送ください。

特に、省庁要請に参加を希望される方は、相手先に氏名を登録する都合がありますので、1月31日までにご返送ください。なお、会場の都合で、希望に添えない場合もありますので、ご了承ください。

地域・職場でのたたかい

　　1.　すべての女性労働者の要求を集める・職場チェックのとりくみ／ディーセントワーク実現のと

りくみ

　　　　　●改正育児介護休業法など仕事と生活の両立支援のための法律の徹底、次世代育成対策推進

法に基づく行動計画の策定に職場でとりくみましょう。

　　　　　●長時間・過密労働是正、人員増、非正規労働者の均等待遇実現、正社員化のためのとりく

みを進めましょう。

　　　　　　「諸法制を職場にいかそう」パンフレットはすでに送付済み。ご活用ください。
　　　　　　　未組合員にも声をかけて、職場の学習・懇談会を旺盛に開きましょう。

　　　　　　　職場の実態を出し合い、要求をまとめましょう。

　　　　　　　労働組合に入って、一緒に春闘をたたかうことをよびかけましょう。
　　　　　●パート労働法の実効ある改正を求めるとりくみ

　　　　　　　　・パート法の実効ある改正署名のとりくみ　1月18日に単産・地方組織に届きます。
●大企業の内部留保を吐き出し、デ―セントワークの実現を求める宣伝の強化

　　　　　　・1月10日発送しました女性部春闘チラシを活用し、積極的に街頭宣伝を行ってください。
　　　　　●男女雇用機会均等法の改正を求める世論をひろげましょう
　　　　　　　男女雇用機会均等法の見直しの議論が、厚生労働省労働政策審議会雇用均等分科会で行

われています。07年改正法の付帯決議にもとづいておこなわれているものです。議論の中では、使用者側委員から、「法の周知徹底がまだ不十分であり、現段階では法改正は必要なし」という意見も出されています。均等分科会においても議論の進行が早く、早々に法改正なしという結論が出される可能性もあります。法改正を求める世論を急ぎ大きくすることが求められています。

　つきましては、以下の行動を提起しますので、とりくみをひろげてください。
　　　・　厚生労働省労政審雇用均等分科会の傍聴を行いましょう

· 学習チラシを活用して学習会を行いましょう。すでに単産地方組織にチラシと要請書が届いています。
　　　　　　　男女雇用機会均等法改正求める学習会

1月28日（月）18：30～　全労連会館2Fホール　全労連／労働法制中連主催
　　　　　　　講師　今野久子弁護士
　　　　　　女性組織の参加要請

中央単産組織：全教10人、国公労連10人、自治労連10人、医労連10人、建交

労5人、通信労組3人、生協労連10人、全国一般5人、全印総連5人、映演労

連3人、福祉保育労3人、郵政産業U3人、特殊法人労連3人、民放労連3人、

地方組織：東京10人、埼玉5人、神奈川5人、千葉3人
· 改正を求める団体・個人要請書を集めましょう。1月初旬発送予定

第1次提出2月8日　第2次提出3月5日提出
· 雇用均等室への要請･懇談などへ積極的に対応してください。























